
質問通告・質問要旨一覧表 
            議会傍聴者用 

質問順 質問議員 通告の標題・質問要旨 

１ 狩野正雄 

 

◎ 旧山田温泉施設はどうするのか 

 鹿追町観光の中心エリアである然別湖周辺は、ホテル福原の休止や町へ

譲渡された旧山田温泉や旧北電寮が老朽化して廃屋状態である。 

 この状態では美しい自然景観を期待して訪れる観光客にとって、然別湖

のイメージダウンとなり観光地としての魅力が損なわれる。 

 早期に再生プロジェクトを立ち上げ「明日の日本を支える観光ビジョン」

を基に景観改善のマスタープランが必要と考える。 

１ 環境省の国立公園再生プロジェクト政策に応募して、旧山田温泉施

設の解体撤去と北岸キャンプ場を含めた周辺整備を進めるなど、景観

と観光地としての魅力を高める考えは。 

２ 本町観光の魅力を向上させるマスタープランを作成し、持続可能な 

観光地域を構築すべきでは。 

  

２ 金子孝伸 

 

◎ 戦略的な情報収集、管理と広報広聴の役割についての見解 

 過去から今に至るまで、鹿追町は様々な媒体を通じて町民、観光客、企

業等に情報提供を行っている。全ての職員が意識を持ち、ＳＮＳ等を活用

した情報発信に努めてきたことも既知の事実である。 

鹿追町が進めている「子育て支援」「教育環境」「サポート」は他に劣っ

ていないことが、町内外の方々にも効果的に伝わっていないと感じる。 

情報管理（収集と発信）には、以下があると私は考える。 

 １ 各課で情報を分散して抱えるのではなく、情報担当課であらゆる情 

報を統括し、情報の最大効果を狙った発信をする「戦略的情報管理」 

２ イベント案内や緊急時の情報発信のように即時性を求められる情報 

発信「ＰＲ型情報管理」 

町が一番に伝えたい事を適時広く伝えることこそ、我が町に必要な情報

発信の姿であると考える。 

 町長に以下について伺う。 

１ 鹿追町の今後の情報管理（情報収集と情報発信）の重要性について。 

２ 鹿追町の推進するＤＸに情報収集と発信の取組は含まれているか。 

 



質問順 質問議員 通告の標題・質問要旨 

３ 青砥敏一 

 

 

◎ 瓜幕自然体験留学センターの改築工事にかかる土地等の取得に

ついて 

瓜幕エリアで行われる瓜幕自然体験留学センターの改築工事にかかる土

地等の取得について伺う。 

瓜幕自然体験留学センターの改築について、民有地を取得して事業展開

しているが、建物等が存在する土地を選定し、取得する必要があったのか。 

町が土地を購入する際には、建物の所有者またはその土地の所有者が取

り壊すことを前提とすることや、町が所有者等に代わり取り壊し、撤去を

行った場合には、その経費を負担させることなど、一定の考え方を明文化

した基準を整える必要があると考える。 

１ 今般の改築を行う場所の候補地や当該土地に決定した経緯、理由は。 

２ 土地の取得費は通常の取引価格と比べると、どのような状況か。 

３ 町が土地等を購入するにあたり、一定の考え方や基準を示す要綱、 

取扱い基準等が整備されているか。なければ整備する考えは。 

 

 

４ 山口優子 

 

 

◎ 議員のなり手不足について、町長・行政側での対策は 

 全国の町村議会において、新たな立候補者が少ないといった「議員のな

り手不足」の課題があり、無投票や定数に満たない町村議会は年々増加し

ている。鹿追町議会議員選挙は、2019 年、2023 年と２期連続無投票だった。 

 議会議員選挙が行われないということは、住民の政治に対する関心の低

下をさらに招き、地方自治の弱体化を招くとされている。つまりこれは、

町全体のまちづくりに関わる課題である。しかし、「議員のなり手不足」と

いう課題自体が町民にどれくらい認知されているかどうかは疑問であり、 

現職議員以外の町民や行政側にも考えてもらう課題だと思う。 

 町長・行政側ではこの課題について、どのように捉えているか。何か対

策をお考えなのか。 

 

 

 


